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暖身器具使用時における高齢者と若年者の温熱適応に関する研究

○五十嵐由利子＊　中野祥子＊
　(＊新潟大学)

　目的　住宅の断熱化及び各種暖房器具の普及により、容易に室内を快適温度に保つこ

とが可能となっているが､わが国の伝統的な暖身器具である矩燧は､今も多くの家庭で使

用されている｡本研究では､このような暖身器具によって身体の一部を暖めた状態から低

温環境への移動に対し、高齢者がどのように適応しているか､また､若年者との問に相異

があるかを比較検討することを目的とした。
　方法　20℃の暖房室とli℃の非暖房室を実験室内に用意し、暖房室内に矩燧を設置し

た｡環境馴化のため暖房室内で30分在室した後､矩燧に入り実験を開始した｡35分後に

非暖房室に移動し、15分後に暖房室に戻り再度矩燧で暖をとり、実験開始後100 分まで

を１回の実験とした。この間、皮膚温･血圧・脈拍の測定と温冷感･快適感の主観申告を

得た。被験者は健康な高齢者21名（男性10 名、女性11名）と若年者20 名（男性９名、

女性11名）とした。なお、着衣は高齢者及び若年者の一般的な着衣状態を指定した。

　結果　１）各部皮膚温の変動は､高齢者の方が男女とも非暖房室入室後の低下が小さく、

また、低下が遅れる傾向が見られ､非暖房室出室後の上昇も緩やかであった。２）下腿皮

膚温の非暖房室への移動による低下に、高齢者､若年者とも男女差が認められた。3）若

年者の血圧は､非暖房室入室後に上昇するものの､出室後すぐに戻る傾向が見られた｡一

方、高齢者は若年者に比べ変動が大で、また個人差も大であった。4）脈拍については、

年齢差及び男女差は見られなかった。5）非暖房室入室後の温冷感･快適感は､高齢者の

方が遅れる傾向が、そして、出室後は暖かさを過大評価する傾向が見られた。

Ｉ Mp－ ７ 　　　　　　床材が生活に与える影響

主としてフローリング床のくつろぎ姿勢について
　　　　　　　　　　　　　　　　○大阪樟蔭女大学芸　一棟宏子

目的：近年、住宅の床材としてフローリングが広範囲に普及している。特に、フローリン

グ材は居間・食事室・台所で使われる場合が多く、日常の起居様式に与える影響は大き
い。本研究はこうした床材の傾向が、生活面にどう影響を与えているかを明らかにするた
めに行ったものである。
方法：徳島県徳島市郊外の新興住宅地（開発が進行中、総建設予定戸数1685）の戸建て
住宅に住む世帯を対象に、1997年８月、アンケート調査を実施した、調査票の配布は192
件、回収は171件、有効回収率は89.1％であった。

結果：①対象世帯の住宅は建築年数が6～10年、30～40代の核家族が多かった。②家族
の集まり部屋はＬＤＫ型が４割以上を占め、その９割が板張りフローリングを使用。フ

ローリングのまま使用しているのは約３割で、多くは敷物（じゅう､たんが一般的、夏は籐
やござ、冬にはﾎｯﾄｶｰﾍﾟｯﾄ等）を使っている。敷物は、肌触りのよさ、キズ防止、横にな

りてくつろぐためが多い。③フローリングについて「掃除がしやすい」「清潔感がある」
と評価が高い半面、「くつろぎやすい」「足元が冷える」「汚れが目立つ」の各項目の評

価は低い。④集まり部屋に家具を置き、イス座でくつろぐ家庭が大半である。くつろぎの
姿勢を「ＴＶを見る」「家族でくつろぐ」「新聞を読む」でみると、30～40代の男性では
床に寝そべる姿勢、女性は床に直接座る姿勢が多くとられ、部屋がイス座のしつらえであ

つても、起居様式はユカ座との併用が目立っている。集まり部屋の理想的な床仕上
て、フローリングが現状よりも比率が下回っているのは、くつろぎ姿勢の実態がか
きく影響しているものと思われる。暖房はエアコンのほか床暖房の希望が相当強い

げとし
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